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令和７年長久手市条例第２０号

長久手古戦場記念館条例

（趣旨）

第１条 この条例は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２

の規定に基づき、長久手古戦場記念館（以下「記念館」という。）の設置及び

管理について必要な事項を定めるものとする。

（設置）

第２条 国により指定された史跡である長久手古戦場の保護及びその歴史的価

値に関する情報の発信を図り、学術及び文化の発展に寄与するため、記念館

を設置する。

２ 記念館の名称及び位置は、次のとおりとする。

⑴ 名称 長久手古戦場記念館

⑵ 位置 長久手市武蔵塚２０４番地

（事業）

第３条 記念館においては、次に掲げる事業を行う。

⑴ 小牧・長久手の戦いに関する資料の収集、保管及び展示並びに調査研究

に関すること。

⑵ 小牧・長久手の戦いに関する理解の増進に関すること。

⑶ 学校、図書館その他の教育施設と連携した事業

⑷ その他記念館の設置目的を達成するために必要な事業

（管理運営の委任）

第４条 記念館の管理及び運営については、長久手市教育委員会（以下「教育

委員会」という。）に委任する。

（指定管理者による管理）

第５条 教育委員会は、地方自治法第２４４条の２第３項の規定により、法人

その他の団体であって教育委員会が指定するもの（以下「指定管理者」とい

う。）に、記念館の次に掲げる業務（以下「指定管理業務」という。）を行わ

せることができる。

⑴ 第３条各号に規定する事業の運営に関する業務
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⑵ 記念館の施設及び設備の維持管理に関する業務

⑶ その他教育委員会が必要と認める業務

（指定管理者の指定）

第６条 指定管理者の指定を受けようとする者は、教育委員会規則で定めると

ころにより、教育委員会に申請しなければならない。

２ 教育委員会は、前項の規定による申請があったときは、次に掲げる基準に

より最も適切に指定管理業務を行うことができると認められるものを指定管

理者に指定するものとする。

⑴ 利用者の平等な利用の確保ができること。

⑵ 関係する法令、条例及び規則の規定を遵守し、適正な管理運営ができる

こと。

⑶ 第２条第１項の目的を効果的に達成し、効率的な管理運営ができること。

⑷ 指定管理業務を安定して行う物的及び人的能力を有していること。

⑸ 指定管理業務を通じて取得した個人に関する情報の適正な取扱いが確保

できること。

３ 教育委員会は、指定管理者の指定をしたときは、遅滞なくその旨を告示す

るものとする。

（管理の基準等）

第７条 指定管理者は、次に掲げる基準により、指定管理業務を行わなければ

ならない。

⑴ 関係する法令、条例及び規則の規定を遵守し、適正な管理運営を行うこ

と。

⑵ 利用者に対して適切なサービスの提供を行うこと。

⑶ 施設及び設備の維持管理を適切に行うこと。

⑷ 指定管理業務を通じて取得した個人に関する情報を適正に取り扱うこと。

２ 教育委員会は、次に掲げる事項について、指定管理者と協定を締結するも

のとする。

⑴ 前項各号に掲げる基準に関し必要な事項

⑵ 指定管理業務の実施に関する事項

⑶ 指定管理業務の事業報告に関する事項
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⑷ 前３号に掲げるもののほか、記念館の管理に関し必要な事項

（指定の取消し等）

第８条 教育委員会は、指定管理者が次の各号のいずれかに該当するときは、

指定管理者の指定を取り消し、又は期間を定めて指定管理業務の全部若しく

は一部の停止を命ずることができる。

⑴ 指定管理業務又はその経理に関する教育委員会の指示に従わないとき。

⑵ 第６条第２項各号に掲げる基準を満たさなくなったと認めるとき。

⑶ 前条第１項各号に掲げる基準を遵守しないとき。

⑷ 前３号に掲げるもののほか、当該指定管理者による管理を継続すること

が適当でないと認めるとき。

２ 第６条第３項の規定は、指定管理者の指定の取消し又は指定管理業務の停

止について準用する。

（利用の制限）

第９条 教育委員会は、利用者が次の各号のいずれかに該当するときは、利用

を拒否することができる。

⑴ 暴力団（長久手市暴力団排除条例（平成２４年長久手市条例第２７号）

第２条第１号に規定する暴力団をいう。）の利益になると認めるとき。

⑵ 公の秩序又は善良な風俗を乱すおそれがあると認めるとき。

⑶ 施設、設備又は記念館に収蔵している資料（以下「記念館資料」という。）

を毀損するおそれがあると認めるとき。

⑷ その他管理上支障があると認めるとき。

（利用者の義務）

第１０条 利用者は、記念館の利用に際しては、この条例及びこれに基づく教

育委員会規則並びに教育委員会の指示に従わなければならない。

（観覧料）

第１１条 記念館資料の展示を観覧しようとする者は、教育委員会規則で定め

るところにより、別表に定める観覧料の額を上限として、市長が定める観覧

料を納付しなければならない。

２ 納付された観覧料は、還付しない。ただし、市長が相当の理由があると認

めるときは、その全部又は一部を還付することができる。
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３ 市長は、特別の事由があると認めるときは、観覧料を減額し、又は免除す

ることができる。

（管理を行わせる場合の観覧料）

第１２条 第５条の規定により記念館の管理を指定管理者に行わせる場合にお

ける観覧料の額は、前条第１項に規定する観覧料の額を上限として、市長の

承認を得て指定管理者が定めるものとする。

２ 前項の場合において、記念館資料の展示を観覧しようとする者は、前条第

１項の規定にかかわらず、前項に規定する観覧料を納付しなければならない。

３ 指定管理者は、納付された観覧料は還付しない。ただし、相当の理由があ

ると認める場合は、あらかじめ市長の承認を得て定めた基準により、観覧料

の全部又は一部を還付することができる。

４ 指定管理者は、特別の事由があると認めるときは、あらかじめ市長の承認

を得て定めた基準により、観覧料を減額し、又は免除することができる。

（観覧料の収入）

第１３条 前条第１項に規定する観覧料は、指定管理者の収入とする。

（記念館資料の利用等の許可）

第１４条 次に掲げる者は、あらかじめ教育委員会の許可を受けなければなら

ない。

⑴ 記念館資料の撮影、模写、模造、熟覧等（以下「記念館資料の利用」とい

う。）をしようとする者

⑵ 記念館資料の館外貸出し（以下「貸出し」という。）を受けようとする者

２ 教育委員会は、記念館の管理に必要があるときは、前項の許可に条件を付

すことができる。

（記念館資料の利用等の不許可）

第１５条 教育委員会は、記念館資料の利用又は貸出し（以下「利用等」とい

う。）の許可を受けようとする者が第９条各号のいずれかに該当すると認める

ときは、利用等の許可をしないものとする。

（許可の取消し等）

第１６条 教育委員会は、第１４条の許可を受けた者（以下「許可を受けた者」

という。）が次の各号のいずれかに該当するとき又は公益上特に必要があると
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認めるときは、その許可を取り消し、利用等の中止若しくは停止を命じ、又

はその許可に付した条件を変更することができる。

⑴ この条例又はこれに基づく教育委員会規則の規定に違反したとき。

⑵ 許可に付された条件に違反したとき。

⑶ 偽りその他不正な手段により許可を受けたとき。

⑷ その他教育委員会が不適当と認めるとき。

２ 前項の規定による許可の取消し等によって許可を受けた者に損害が生じた

場合においては、教育委員会は、その責を負わないものとする。

（原状回復義務）

第１７条 許可を受けた者は、第１４条の許可を受けた利用等を終えたとき又

は前条第１項の規定により利用等の許可を取り消され、利用等の中止若しく

は停止を命じられたときは、記念館資料を速やかに原状に回復しなければな

らない。

（損害賠償）

第１８条 利用者及び許可を受けた者は、故意又は過失により施設、設備又は

記念館資料を破損し、又は滅失したときは、これを原状に回復し、又はその

損害を賠償しなければならない。ただし、市長が損害を賠償させることが適

当でないと認めるときは、この限りでない。

（読替規定）

第１９条 第５条の規定により記念館の管理を指定管理者に行わせる場合にお

いては、第９条中「教育委員会」とあるのは「指定管理者」と、第１０条中

「教育委員会の」とあるのは「指定管理者の」と読み替えるものとする。

（委任）

第２０条 この条例に定めるもののほか、記念館の管理及び運営に関し必要な

事項は、教育委員会規則で定める。

附 則

（施行期日）

第１条 この条例は、令和８年４月９日から施行する。

（準備行為）

第２条 第６条の規定による指定管理者の指定の手続、その他記念館を供用す
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るために必要な準備行為は、この条例の施行の日の前においても、行うこと

ができる。

別表（第１１条関係）

備考

１ 企画展示の観覧料を納付した者は、同日に限り常設展示を無料で観覧する

ことができる。

２ 年間観覧料を納付した者は、常設展示及び企画展示の両方を観覧すること

ができる。

区分 観覧料（個人１人１回につき） 年間観覧料

常設展示（企画展

示を開催していな

い期間に限る。）

高校生以上の者 ５００円 ６，０００円

中学生以下の者 無料

企画展示 高校生以上の者 ２，０００

円

中学生以下の者 無料
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議案の概要

１ 制定の趣旨

この条例は、長久手古戦場記念館の設置及び管理に関し、必要な事項を定

めるため制定するものです。

（背景・目的）長久手古戦場記念館の設置により、国により指定された史

跡である長久手古戦場を将来にわたり保護し、その歴史的価値に関する情報

の発信を図ることで、学術及び文化の発展に寄与していくことを目的として

制定するものです。

２ 制定の内容

⑴ 第１条に趣旨を規定すること。

⑵ 第２条に設置を規定すること。

⑶ 第３条に事業を規定すること。

⑷ 第４条に管理運営の委任を規定すること。

⑸ 第５条に指定管理者による管理を規定すること。

⑹ 第６条に指定管理者の指定を規定すること。

⑺ 第７条に管理の基準等を規定すること。

⑻ 第８条に指定の取消し等を規定すること。

⑼ 第９条に利用の制限を規定すること。

⑽ 第１０条に利用者の義務を規定すること。

⑾ 第１１条に観覧料を規定すること。

⑿ 第１２条に管理を行わせる場合の観覧料を規定すること。

⒀ 第１３条に観覧料の収入を規定すること。

⒁ 第１４条に記念館資料の利用等の許可を規定すること。

⒂ 第１５条に記念館資料の利用等の不許可を規定すること。

⒃ 第１６条に許可の取消し等を規定すること。

⒄ 第１７条に原状回復義務を規定すること。

⒅ 第１８条に損害賠償を規定すること。

⒆ 第１９条に読替規定を規定すること。
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⒇ 第２０条に委任を規定すること。

３ 今後の影響

条例の制定により、史跡長久手古戦場を保護し、その歴史的価値に関する

情報の発信を図ることで、学術及び文化の発展を推進していくことができま

す。

４ 附則について

⑴ この条例は、令和８年４月９日から施行するものとします。

⑵ 附則第２条に準備行為を規定するものとします。


